
▲シーズン最終戦の全日本女子、4名のファイナリストはいずれも今季優勝を
飾っているタイトルホルダーだった

予選 PartⅠ（12Ｇ）13名、
PartⅡ（6Ｇ）5名、PartⅢ（6Ｇ）
6名、準決勝（9Ｇ）2名。これ
は各ステージ終了時点のトータ
ルで200超のアベレージを
マークしたプロの人数だ。
男子の全日本でも「難しい」

と言われる新狭山グランドボウ
ル。大半のプロがスコアメイク
に苦しみ、トーナメントリー
ダーはゲームごとに目まぐるし
く入れ替わった。東大和で行わ
れた昨年より、概算で10点近
く大会アベレージが下がってい
ることを考えると、これはス
テージごとに異なるコンディ
ションに悩まされたというよ
り、女子プロには使い慣れてい
ない会場でレーンの“クセ”を
つかみあぐねたからだろう。
結果、“打ち合い”ではなく“凌

ぎ合い”の様相を呈した今大会。
ポイントランキングで2位に付
けていた坂本かやは同30位で
予選敗退、前年覇者の土屋佑佳
は準決勝16位、3冠女王の姫
路麗も同6位で涙を呑み、決勝
のステージに生き残ったのは、
トップシードの中島をはじめ大
根谷愛、久保田彩花、川﨑由意
の4名だった。

4位決定戦
久保田 VS川﨑の48期生対
決となった4位決定戦は、ラッ
キーストライクを含む7連発ス

コアの我慢比べに。大根谷が4
フレを⑥⑦スプリットオープン
とすると、久保田は⑥⑩をカ
バーミスしてお付き合い。9フ
レまで、ストライクはともに単
発の2発で、勝負の行方は10
フレに持ち越された。
1投目、先投げの久保田は②
④⑩スプリット、大根谷は④⑦
残しの8本カウント。カバーで
きなければ負ける久保田の2投
目は、勢いよくバックボードま
で飛んだ②ピンがハネ返って⑩
ピンを払うミラクルショットと
なり、久保田が2ピン差で勝利
した。

優勝決定戦
トップシードの中島は右レー
ンスタートを選択。ともにスト
ライクで始まったゲームは2フ
レ、中島が「ちょっとボールを
持ってしまった分、内ミスして」
③④⑦⑩スプリットオープンと

中島には、多分に心の余裕も
あったのだろう。
19歳での全日本制覇は史上
最年少記録。今季これが5勝目
と勝ち慣れている？中島もさす
がに感極まり、ギャラリーの祝
福の手拍子に乗って投じた最後
の一投は涙があふれてピンが見
えず、④⑥⑦⑩のビッグフォー
を残したのはご愛敬。何とも微
笑ましい幕切れの光景だった。
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12月14～16日／新狭山グランドボウル
HANDA CUP第57回全日本プロボウリング選手権

2023年JPBAレギュラーツアーの掉尾を飾る「第55回全日本女子プロボウリング
選手権大会」は、昨年までの東大和グランドボウルから男子と同じ新狭山グランドボウ
ルに会場を移して行われ、プロ3年目・19歳の中島瑞葵（53期・小嶺シティボウル／
ＡＢＳ）が大会初制覇（今季5勝・通算8勝目）。史上最年少で全日本女王の座に就くと
同時に、ポイント・アベレージ・獲得賞金の年間ランキング3部門も制して初の3冠女
王に輝いた。（共催：(公社)日本プロボウリング協会／（一社）国際スポーツ振興協会）

※7面に関連記事

あっぱれ！中島瑞葵が
史上最年少の全日本女王に

新狭山で投げるのは初めて。
難しいと聞いていたし、1週前
に男子の全日本を観たときもそ
う感じたけど、やっぱり難し
かったです（苦笑）。
決勝のレーンは、最初の15

分と3位決定戦前の4分の練習
ボールのときは内壁を感じてい
たけど、優勝決定戦前の4分で
はもう感じなくなっていた。左
レーンより内壁を感じて、外の
オイルも薄く感じた右レーンを
10フレにしようと思ったけど、
いずれ飛ばなくなるだろうと考
えて右スタートに。右レーンは
外ミスもＯＫだったし、左の
レーンも2、3枚くらいの内ミ
スは許容範囲だったので、自信
を持って投げられました。
この一年は出来過ぎだった
分、悩みもしました。いい思い
も悔しい思いもしたシーズンで
した。予選落ちしたＭＫチャリ
ティカップのあとに、師匠の柴
田（英徳）プロから「体幹を鍛え
ろ」と言われて、ちょっとずつ
トレーニングを始めてからボウ
リングがよくなったように思い
ます。

ターニングポイントはちゃお
ちゃおボウリング大会ですね。
あのときも調子が悪くて、予選
を通過できればいいかな…と、
正直勝ちにはこだわっていな
かったけど、師匠から「Ａ公認
の大会で優勝しろ」と言われて、
一つひとつのゲームを丁寧に投
げた結果が優勝につながって、
自信になりました。
次の目標は「10勝」です。来

年はまたゼロからのスタート
で、今年みたいにうまくいくと
は思っていないけど…うまくや
りたいですね（笑）。
優勝ボール：アキュライン・ツ
アープレミアム　セブン（ABS）
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タートを決めた川﨑がゲームの
主導権を握った。対する久保田
も2フレで⑩ピンをカバーミス
してオープンとしたものの、5
フレからジャストポケットのス
トライクを連ねて追いすがる。
迎えた10フレ。川﨑はマー
クさえすれば勝ちという状況
だったが、久保田の1投目スト
ライクを見て無意識に力んだ
か、内ミスしてまさかの⑥⑦⑩
スプリット。「2本を取りつつ
狙いに行った」カバー投球は出
過ぎてガターに落ち、パンチア
ウトした久保田が大逆転勝利を
決めた。

3位決定戦
大根谷 VS久保田の3位決定
戦は、両者とも急激に変化した
レーンのアジャストに苦しみ、
3位決定戦とは一転してロース

したが、すぐに修正して再びス
トライクを連ねていく。
対する久保田の投球は精確

にポケットを突き続けるも、右
レーンでは⑩ピンが飛んでくれ
ず、6フレまでダッチマン。じ
りじりと差は開き、中島は10
フレ1投目、8連続となるスト
ライクで勝利を決めた。トップ
シードを獲得した時点で年間ラ
ンキングの3冠が確定していた
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